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日 月 火 水 木 金 土 

１ 

休日一時保育 

２ 

げんきだより発行 

３ 
 

４ 

未就園児園開放 

９:45～11:00 

 

 

５ 

 

６ 

赤ちゃんの日 

10:00～11:30 

※午前中は広場の

利用ができません 

７ 

８ 

 

 

９ 

スポーツの日 

 

 

１０ 

 

１１ １２ 

トランポリンの日 

11:00～11:45 

13:30～14:30 

１３ １４ 

 

１５ 

 

 

１６ １７ 

森のともだち 

（上幌内保育所） 

10:00～11:00+ 

※午前中は広場の

利用ができません 

１８ １９ 

 

２０ 

誕生会 

10:00～11:00 

２１ 

２２ ２３ 

 

２４ ２５ 

 

２６ ２７ 

未就園児園開放

９:45～11:00 

２８ 

 

 

２９ ３０ 

 

３１ 

ハロウィン 

10:00～11:00 

はじめましての日 

※１日、広場の利用

ができません 

    

げんきだより 

 
令和５年１０月２日発行 子育て支援センター 文責 加藤 弥生 

子育て支援センターの様子を紹介します！！ 

 日に日に朝晩の温度差が感じられるようになりました。９月は暑い日が多く、青空の下で親子運動会を

楽しむことができました。１日の気温差や空気の乾燥などにより、風邪をひきやすい季節となりますし、

今年は、早い時期からインフルエンザが流行しつつあるそうです。厚着をすると汗をかき、薄着だと寒い

…洋服選びにも気を使いますね。1 枚羽織るものがあると便利です。 

『秋』という季節は、子ども達にとっては宝物を沢山見つけられる季節です。空気は澄んで空は高く感

じられ、周りの木々も色付き、沢山の木の実がなります。秋の自然を満喫できるよう、体調管理を心がけ

ていきたいですね。 

９月の

様子 

これこそ大の字 

赤ちゃんの日 

トランポリンの日 

初めて参

加しまし

たぁ～ 

１０月も

来ます！ 

一人でのれたよ！ 跳べるようになったよ 

今月の予定  



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿追町子育て支援センター 
 
〒081-0216  

  鹿追町鹿追北２線８番地 

TEL 0156（66）１１６５ 

FAX  0156（66）２１６７ 

子育て応援コーナー 

       て と て 

～ハロウィンのお知らせ～ 

※10 月３１日（火）にハロウィンごっこを楽しみたいと思います。お子さんは仮装して 

きても良いです。こども園の廊下や職員室などを探検して楽しめるように計画中です。  

※ 申し込み締め切りは 10 月１３日（金）までです。 

※ 持ち物…エコバック 

※ ハロウィン制作は、１０月１８日・２５日の午前中に行います！ 

動くものを目で追う 
低月齢の子でも、目の前にあるものをじっ

と見つめる姿があります。次第に頭が動かせ

るようになると、動くものを目で追うように

なります。 

モビールはどこどこ？ 

 動くモビールを一緒に見ながら指をさし

「動いているね」などと、声をかけます。この

時期はゆっくり動くものに興味を示すので、

風などに揺られてゆっくり動く様子を見せま

す。 

 生まれたばかりの頃の視力は約０.０１です

３０ｃｍほどの先のものしか見えません。４

～６ヶ月頃には１８０度の追視ができ、２ｍ

くらいの先のものが見えるようになります。

また、８～１０ヶ月頃から大人が視線を向け

たり、指をさしたりする意図を理解するよう

になり、その上で一緒に見るようになります。

これを「共同注視」といい「自分と他者と対象

物」という三項関係が成立したことを意味し

ます。 

寝返りする、腹ばいで頭を上げる 
４～５か月頃、首がすわってしばらく経つと、興

味の対象のものや音に反応して体をよじらせた

り、寝返りしようとしたりします。また、腹ばい

の姿勢から、腕で上半身で支えて頭を上げるよう

になります。 

おもちゃはどこ？ 

 興味のあるものに手を伸ばすしぐさが見られ

たら、寝返りをして手が届くあたりに、近くで見

守りながら誘うように言葉をかけることが大切

です。寝返りや腹ばいをたっぷりできる安全な環

境を整え十分に体を動かせるようにかかわって

いくことが大切です。 

子どもにとっての遊びは、成長・発達に欠かせない

ものです。それぞれの月齢に合わせてどのように遊

びを取り入れていけばいいのか、まずは 0～８か月

頃の発達応援遊びを紹介します。ねんねから寝返り、

おすわりをするようになるまでの時期です。ク—イ

ングや身振りを通して、コミュニケーションの第一

歩が始まります。 

９月１５日親子バス遠足 
帯広児童会館で遊んできました 

 

   

 

木のボール気持ちいい！ バスお母さん
と一緒で楽し
いな！ 

  


